東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	


平成29年5月27日(土)　　　　　　　　　　　　司会：上野　雅人　記録：水野　知子

	高橋
	西村
	天間
	澁谷
	畑中
	松村
	上野
	織田
	松舘
	成田
	内城

	休
	休
	○
	深
	○
	休
	○
	年
	準
	休
	深

	下野
	藤田
	工藤
	加藤
	水野
	田口
	田端
	佐々木（真）
	荒木田
	木村
	吉田

	休
	準
	年
	○
	○
	○
	○
	深
	準
	○
	○

	佐々木（孝）
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	

	休
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	


＜連絡事項＞
・特記事項なし

＜患者様連絡事項＞

・特記事項なし

＜隔離・拘束患者様ケース検討＞

・木村　格治様～終日隔離中。開放観察午前・午後各2時間実施。妄想発言はなく対応は穏やか。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
・畑中　成夫様～終日隔離中。10時～16時の開放観察中。女性に関する発言はないが、Bユニットを気にし見ていることあり。引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。

・新堂　寿子様～終日隔離中。開放観察時間午前・午後各2時間実施。ベルトを持ってきてほしいと訴えに対して、渡せない旨を伝えるが、理解してもらえず。机を蹴るなどの粗暴行為みられる。引き続き精神状態の観察を行い、早期に処遇改善が図れるよう看護介入していく。
＜要注目患者様＞
・池野　功一様～バイタルサイン異常なし。発汗多量にみられ、呼吸を意図的に止めていることあり。介入するも同行為みられている。準夜帯にてN-Gチューブが口腔内へ出てきているため、抜去。本日、午前中より再挿入試みているが挿入困難。馬渡Dr来棟時、状況について報告。午後も再挿入し、挿入困難であれば経過みるよう指示。点滴漏れ、自己抜去あり、都度介入している。

・福田　義雄様～深夜帯にてN-Gチューブ自己抜去あり、馬渡Drへ報告し、再挿入し、X-P施行指示あり。9:30再挿入行い、54cm固定する。バイタルサイン異常ないが痰絡み頻回にあり、都度吸引実施。

・桑原　幸一郎様～バイタルサイン異常なし。ライン弄りなく経過。スタッフ訪室時、話し掛け多い。体動はなく、落ち着いて過ごしている。

・成田　武次様～夜間の睡眠取れている。バイタルサイン異常なし。ベッドや車椅子からの立ち上がりあり、見守り要している。離床時は安全ベルト使用。多動さなく経過している。

・日ヶ久保　直志様～7時40分血糖77　ブドウ糖10ｇ内服。15分後、再検血糖113ｍｇ。

　朝食は、主食１／２　副食１/３摂取。以後低血糖症状はなく経過。

・澤口　利香様～10時、不安・幻聴の訴えあり。リスペリドン内容液（2）1Ｐ　リボトーリール（１）1Ｔ内服する。13時25分、頭痛あり。ロキソプロフェンＮａ（60）1Ｔ内服。その後、特に訴えない。ＡユニットとＢユニットを行き来している｡

・山本　眞規子様～感冒症状の訴えあり。馬渡Dr報告し、小青竜湯3P　3×毎食前　3日分処方となる。

＜措置入院患者様＞

・吉島　知寿子様～他者に対して感情的になる事あるが、以後は穏やかに経過。

・三浦　久司様～訴え聞かれず、喫煙以外は自室で臥床している。他者交流もほとんどもられない。

・藤井　崇史様～幻聴や妄想に関する発言はない。気分の高揚や他者トラブルもなし。

・猪石　和宏様～夜間の失禁みられている。妄想や幻聴に関する訴えはない。

＜新入院患者様＞

日　　時：5月27日　10：45

　病棟病室：東病棟Aユニット8号室

　氏　　名：平野　稔様

　生年月日：昭和36年1月5日　56歳

　性　　別：男性

　病　　名：躁鬱病

　入院形態：任意入院(当院3回目)　　

　主治医　：田名部Dr

　
＜入院に至った経緯＞
　当院3回の入院歴あり。（前回H29.4.19～H29.5.1)

　H29.5.1当院退院。退院後は定期的な外来通院行っており、

仕事再開していた。しかし、徐々に躁症状が再燃。浪費や

女性との交遊が目立ってきたり、兄様からみても気分の高揚、

険しさを感じられるようになったため家族が入院を希望。

H29.5.27受診され、本人の同意得られたことから10：45東病棟

Aユニットへ任意入院となる。
備考：家族洗濯、カード無し

日時：H29.5.27　13：00

　　氏名：澤村　彬様

生年月日：平成11(1999)年3月28日　18歳

　　性別：男性

　主病名：自閉性障害

　　病棟：東病棟Cユニット

入院形態：医療保護入院2回目

　担当医：田名部Dr

入院に至った経緯：

　当院に1回の入院歴あり。（前回H28.12.14～H29.4.28）

　当院退院後はうみねこ学園に再入所。当院退院後は定期的な

外来通院が行われていた。H29.5.13頃より就床前に自己摘便を

繰り返すことや早朝覚醒あり。薬剤調整行うも、奇声を発する

ことや粗暴行為があり施設スタッフ対応困難となり、H29.5.27

13：00東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。

備考：家族洗濯、カード無し

